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議会はどなたでも傍聴できます。 
ぜひ傍聴してみませんか。 

は こ だ て 市 議 会 だ よ り  は こ だ て 市 議 会 だ よ り  平成２０年 ２ 月 １ 日発行 平成２０年 ２ 月 １ 日発行 

　議会の開催案内は、ホームページ、本庁舎・各支所のロビーに備 
え付けの開催案内ファイルなどでお知らせしています。また、一般 
質問が行われる前日の朝刊に議会だよりを新聞掲載しております。 
　本会議を傍聴するときは、市役所８階の傍聴席入り口へ、また委 
員会を傍聴するときは、市役所７階の議会事務局へお越しください。 

次回定例会は２月下旬開催予定です。 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
新
た
な
行
財
政
対
策
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
計
画
の
基

本
理
念
な
ど
を
継
承
し
た
な
か
で
、

今
後
さ
ら
に
対
策
の
継
続
が
必
要

な
取
り
組
み
や
新
た
な
課
題
を
加

え
、
平
成
２０
年
度
を
ス
タ
ー
ト
と

し
た
５
カ
年
計
画
を
策
定
し
た
い
。
 

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
徹
底

し
て
事
務
事
業
を
見
直
す
た
め
に

は
、
職
員
の
意
識
改
革
や
発
想
の

転
換
が
必
要
で
あ
り
、
日
常
的
に

各
部
局
と
意
思
疎
通
を
図
り
な
が

ら
総
括
的
に
進
め
て
い
く
た
め
の

理
事
を
設
置
し
て
、
強
力
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
。
（
市
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
市
で
は
、
市
民
が
無
料
で

利
用
で
き
る
特
別
相
談
と
し
て
、

主
に
弁
護
士
や
司
法
書
士
な
ど
の

専
門
家
が
対
応
し
て
お
り
、
多
重

債
務
を
含
む
借
金
な
ど
の
相
談
に

つ
い
て
は
毎
週
２
回
の
法
律
相
談

で
対
応
し
て
い
る
。
ま
ず
は
、
市

民
相
談
の
案
内
チ
ラ
シ
の
設
置
場

所
を
増
や
し
、
法
律
相
談
に
つ
な

げ
る
働
き
か
け
を
行
う
と
と
も
に
、

不
足
す
る
部
分
の
強
化
に
つ
い
て

は
、
弁
護
士
会
や
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
関
係
団
体
と
協
議
し

な
が
ら
、
必
要
な
予
算
措
置
も
含

め
て
検
討
し
た
い
。
　
（
市
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
現
在
、
国
際
水
産
・
海
洋

総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
へ
入
居
を
希

望
す
る
関
係
機
関
と
個
別
の
協
議

を
進
め
つ
つ
、
随
時
、
要
請
活
動

を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
中
で
、
道

立
函
館
水
産
試
験
場
は
最
重
要
の

機
関
で
あ
り
、
当
市
の
取
り
組
み

や
入
居
の
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
引
き

続
き
北
海
道
に
強
く
訴
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
今
後
も
整
備
計
画

策
定
や
推
進
機
構
設
立
へ
の
取
り

組
み
を
進
め
つ
つ
、
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
も
含
め
た
要
請
活
動
を
強
力

に
展
開
し
、
研
究
セ
ン
タ
ー
の
早

期
実
現
を
図
り
た
い
。
（
市
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
原
油
価
格
高
騰
に
伴
う
灯

油
価
格
の
高
騰
と
石
油
関
連
商
品

の
値
上
が
り
は
、
市
民
生
活
に
も

影
響
が
出
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　
低
所
得
者
世
帯
や
高
齢
者
世
帯

に
対
す
る
福
祉
灯
油
支
給
制
度
を

市
単
独
事
業
と
し
て
導
入
す
る
に

は
多
額
の
財
源
を
必
要
と
す
る
こ

と
か
ら
、
市
の
財
政
状
況
で
は
極

め
て
厳
し
い
た
め
、
北
海
道
市
長

会
を
通
じ
、
国
に
要
請
し
て
き
て

お
り
、
現
在
国
が
灯
油
購
入
費
支

援
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
か
ら
動

向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
発
達
障
が
い
支
援
に
つ
い

て
は
、
保
健
所
を
初
め
と
す
る
各

施
設
で
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、

特
に
、
１
歳
６
カ
月
児
や
３
歳
児

の
健
康
診
査
で
は
、
発
達
障
が
い

の
早
期
発
見
に
留
意
し
、
障
が
い

等
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
は
経
過
観

察
健
診
を
行
う
ほ
か
、
保
健
師
等

に
よ
る
個
別
相
談
・
指
導
、
医
療
 

・
療
育
機
関
へ
の
紹
介
を
行
っ
て

い
る
。
今
後
も
、
は
こ
だ
て
早
期

療
育
連
絡
会
な
ど
で
関
係
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
、
個
々
の
発
達
を

き
め
細
か
に
ケ
ア
し
て
い
く
体
制

が
必
要
と
考
え
る
。
　
　
（
市
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
現
在
、
当
市
に
ふ
さ
わ
し

い
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
の
整
備

検
討
に
あ
た
り
、
全
国
的
な
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
の
開
催
動
向
や
他
都

市
に
お
け
る
先
進
的
な
施
設
の
整

備
状
況
な
ど
の
情
報
収
集
に
努
め

て
い
る
。
今
後
は
、
本
市
に
お
け

る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
開
催
状
況

や
公
共
施
設
・
民
間
ホ
テ
ル
な
ど

の
施
設
状
況
も
踏
ま
え
、
施
設
形

態
、
規
模
、
事
業
手
法
、
立
地
場

所
な
ど
の
基
本
事
項
の
調
査
を
進

め
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
整
備

の
基
本
的
な
考
え
方
を
来
年
度
に

取
り
ま
と
め
た
い
。
　
（
市
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
外
来
大
型
の
流
通
、
サ
ー

ビ
ス
資
本
に
つ
い
て
は
、
地
元
企

業
の
経
営
を
圧
迫
す
る
な
ど
、
及

ぼ
す
影
響
も
大
き
い
。
　
　
　
　

　
ま
た
、
昨
今
の
厳
し
い
経
済
状

況
を
考
え
る
と
、
新
た
な
産
業
振

興
策
等
の
方
向
性
を
求
め
る
必
要

が
あ
り
、
中
小
企
業
を
地
域
経
済

の
振
興
活
性
化
の
重
要
な
担
い
手

と
し
て
位
置
づ
け
、
地
域
経
済
の

振
興
を
図
る
こ
と
を
趣
旨
と
し
た

中
小
企
業
基
本
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
も
、
商
工
会
議
所
な
ど
の
関

係
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。
（
市
長
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平
成
１９
年
４
月
の
地
方
自

治
法
改
正
に
よ
っ
て
、
市
長
の
ト

ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強
化
の
た
め

に
特
別
職
の
理
事
を
設
け
る
他
都

市
も
出
て
き
て
い
る
。
当
市
に
お

い
て
も
、
行
財
政
改
革
を
進
め
る

に
あ
た
っ
て
各
部
局
を
連
携
さ
せ
、

日
常
的
に
職
場
に
入
っ
て
強
力
に

指
導
し
て
い
く
た
め
に
、
特
別
職

の
理
事
の
設
置
を
提
案
し
た
。
　

　
人
件
費
に
つ
い
て
は
、
企
業
管

理
者
と
同
等
の
職
と
い
う
こ
と
で
、

共
済
費
・
退
職
手
当
等
全
て
を
含

め
た
実
質
の
支
出
は
、
４
年
間
で

７
千
万
円
で
あ
る
。
　
（
市
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
市
立
函
館
病
院
で
は
、
医

師
や
看
護
師
等
が
少
し
で
も
働
き

や
す
い
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
定

員
４０
名
の
院
内
保
育
所
を
設
置
し
、

生
後
３
カ
月
か
ら
小
学
校
入
学
前

ま
で
の
乳
幼
児
を
日
曜
・
祝
日
を

除
く
毎
日
午
前
７
時
１５
分
か
ら
午

後
７
時
１５
分
ま
で
保
育
し
て
い
る
。
 
 

　
医
師
の
確
保
と
看
護
師
の
増
員

を
図
る
た
め
に
は
、
院
内
保
育
の

充
実
が
急
務
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
働
き
や
す
い
環
境
整
備
を
目

指
す
た
め
に
、
平
成
２０
年
度
か
ら

の
２４
時
間
保
育
の
実
施
を
検
討
し

て
い
る
。
　
　
　
　
（
病
院
局
長
）
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
地
域
提
案
型
雇
用
創
造
促

進
事
業
は
、
地
域
の
雇
用
創
出
の

た
め
に
国
が
設
け
た
事
業
で
あ
り
、

当
市
に
お
い
て
は
、
平
成
１７
年
度

か
ら
の
３
年
間
で
３
４
７
人
の
雇

用
創
出
を
目
標
と
し
て
各
種
事
業

に
取
り
組
み
、
既
に
２
カ
年
で
３

７
９
人
の
雇
用
を
創
出
し
た
。
　

　
本
事
業
は
、
今
年
度
で
終
了
と

な
る
が
、
今
年
度
か
ら
国
は
新
た

に
地
域
雇
用
創
造
推
進
事
業
に
着

手
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
２０
年
度

か
ら
引
き
続
き
こ
の
事
業
に
応
募

す
べ
く
、
検
討
作
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
　
　
（
商
工
観
光
部
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
地
方
セ
ン
タ
ー
病
院
で
あ

る
函
館
病
院
は
、
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
も
持
ち
、
渡
島
、
檜
山
の
三

次
医
療
圏
を
カ
バ
ー
す
る
道
南
の

中
核
病
院
と
し
て
、
ま
た
、
恵
山
、

南
茅
部
の
２
病
院
は
地
域
密
着
型

の
医
療
機
関
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

の
役
割
を
引
き
続
き
担
う
も
の
と

考
え
て
い
る
。
病
院
局
が
中
心
と

な
っ
て
改
革
プ
ラ
ン
を
ま
と
め
て

い
く
と
考
え
る
が
、
３
病
院
の
役

割
と
地
域
に
与
え
る
影
響
も
考
慮

す
る
必
要
が
あ
り
、
策
定
に
あ
た

っ
て
は
、
広
く
意
見
を
聞
き
総
合

的
に
検
討
し
た
い
。
（
病
院
局
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
低
所
得
者
世
帯
や
高
齢
者

世
帯
に
対
す
る
福
祉
灯
油
支
給
制

度
を
市
単
独
事
業
と
し
て
導
入
す

る
に
は
多
額
の
財
源
を
必
要
と
す

る
こ
と
か
ら
、
市
の
財
政
状
況
で

は
極
め
て
厳
し
い
た
め
、
北
海
道

市
長
会
を
通
じ
、
国
に
要
請
し
て

き
て
お
り
、
現
在
国
が
灯
油
購
入

費
支
援
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
か

ら
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

　
市
と
し
て
も
関
係
部
局
で
情
報

の
共
有
に
努
め
て
お
り
、
今
後
も

石
油
価
格
の
動
向
等
情
報
収
集
に

努
め
る
ほ
か
、
国
等
へ
要
望
す
る

な
ど
、
対
応
し
た
い
。
（
市
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
市
民
活
動
は
、
地
域
の
活

性
化
や
市
民
参
画
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
に
大
き
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
、
人
づ
く

り
・
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
実
施
や

地
域
交
流
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

の
設
置
に
よ
っ
て
支
援
し
て
き
た
。

　
市
民
活
動
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

検
討
委
員
会
を
設
置
し
て
策
定
作

業
を
進
め
て
い
る
自
治
基
本
条
例

に
お
い
て
も
議
論
さ
れ
て
お
り
、

市
民
活
動
促
進
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
は
、
自
治
基
本
条
例
の
策
定

作
業
の
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
。
　
（
市
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
高
齢
者
が
み
ず
か
ら
介
護

予
防
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
た
日
常
生

活
を
営
む
こ
と
に
つ
な
が
り
、
地

域
全
体
の
活
力
向
上
に
も
寄
与
す

る
と
考
え
て
い
る
。
　
　
　
　
　

　
今
後
は
、
モ
デ
ル
町
会
を
選
定

し
て
、
高
齢
者
の
健
康
や
特
性
な

ど
に
つ
い
て
共
に
学
び
、
転
倒
や

腰
痛
の
予
防
、
筋
力
ア
ッ
プ
の
運

動
、
料
理
教
室
に
よ
る
栄
養
改
善

な
ど
の
介
護
予
防
事
業
の
企
画
や

実
践
を
連
携
し
て
行
い
、
自
立
し

た
元
気
な
高
齢
者
の
支
援
を
積
極

的
に
推
進
し
た
い
。
（
保
健
所
参
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
銅
山
町
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
に
つ
い
て
、
市
と
し
て
は
、

開
設
後
の
入
所
者
の
処
遇
や
職
員

の
待
遇
を
考
慮
す
る
と
、
補
助
を

受
け
て
整
備
す
る
こ
と
が
開
設
後

の
経
営
の
安
定
に
資
す
る
と
判
断

し
た
が
、
施
設
整
備
に
着
手
す
る

前
に
当
該
事
業
者
が
北
海
道
に
事

業
収
支
計
画
を
提
出
し
、
認
可
権

者
で
あ
る
北
海
道
が
内
容
を
確
認

し
た
う
え
で
自
己
資
金
で
の
整
備

を
認
め
た
も
の
で
あ
る
。
市
と
し

て
は
、
認
可
権
者
で
あ
る
北
海
道

が
一
定
の
判
断
を
し
た
も
の
と
受

け
止
め
た
。
　
　
（
福
祉
部
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
函
館
山
は
当
市
の
観
光
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
極
め
て
重
要
な
資

源
で
あ
り
、
地
域
振
興
や
公
共
性

を
考
慮
し
て
、
函
館
山
ロ
ー
プ
ウ

ェ
イ
㈱
の
第
三
セ
ク
タ
ー
化
を
図

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
は

昭
和
６１
年
に
８
千
万
円
を
出
資
し

た
。
現
在
、
同
社
の
保
有
す
る
土

地
や
家
屋
な
ど
の
不
動
産
に
つ
い

て
は
、
本
業
で
あ
る
索
道
事
業
施

設
の
ほ
か
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
施
設
な
ど
、

直
接
事
業
に
供
さ
れ
て
お
り
、
市

は
、
含
み
資
産
と
し
て
の
試
算
を

行
っ
て
い
な
い
。
（
商
工
観
光
部
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
地
方
都
市
の
よ
う
に
マ
イ

カ
ー
が
非
常
に
便
利
な
と
こ
ろ
で

は
、
一
歩
も
歩
き
た
く
な
い
と
い

う
雰
囲
気
が
出
て
く
る
。
歩
く
こ

と
が
健
康
の
た
め
に
も
な
る
と
い

う
よ
う
に
、
発
想
の
転
換
を
図
る

こ
と
が
必
要
と
考
え
る
の
で
、
そ

の
よ
う
な
機
運
の
醸
成
の
た
め
に

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
行
い
た
い
。

　
地
方
都
市
で
公
共
交
通
に
移
行

さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
結
果
と

し
て
マ
イ
カ
ー
を
い
じ
め
る
し
か

な
い
と
い
う
難
し
さ
は
あ
る
が
、

都
市
交
通
施
策
の
考
え
直
し
を
改

め
て
し
た
い
と
思
う
。
（
市
長
）

○
補
　
足
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
緊
急
福
祉
灯
油
助
成
事
業
に
つ

い
て
は
、
一
般
質
問
の
日
程
終
了

後
に
追
加
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
が
、
公
明
党
松
宮
健
治
議
員
お

よ
び
日
本
共
産
党
丸
尾
隆
子
議
員

の
質
問
に
対
す
る
答
弁
は
、
議
案

提
出
の
前
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
同
様
に
、
理
事
の
設
置
に
関
す

る
議
案
に
つ
い
て
は
、
当
初
提
出

さ
れ
た
議
案
が
訂
正
さ
れ
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
４
年
間
の
人
件
費
は

実
質
の
支
出
で
約
６
千
万
円
と
な

り
ま
す
が
、
公
明
党
志
賀
谷
隆
議

員
の
質
問
に
対
す
る
答
弁
は
、
議

案
訂
正
の
前
に
行
わ
れ
た
も
の
で

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

答
弁
 

答
弁
 

答
弁
 

答
弁
 

答
弁
 

答
弁
 

答
弁
 

答
弁
 

答
弁
 

答
弁
 

答
弁
 

答
弁
 

答
弁
 

答
弁
 

答
弁
 

答
弁
 

答
弁
 

一
般
質
問

　
一
般
質
問
は
、
市
の
行
政
全

般
に
わ
た
っ
て
、
市
長
を
は
じ

め
と
す
る
執
行
機
関
に
対
し
事

務
の
執
行
の
状
況
お
よ
び
将
来

に
対
す
る
方
針
等
に
つ
い
て
所

信
を
質
し
、
あ
る
い
は
報
告
、

説
明
を
求
め
、
ま
た
は
疑
問
を

質
す
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　

　
今
回
の
定
例
会
で
は
１７
名
の

議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
、
質
問
に
対
す

る
答
弁
の
う
ち
、
一
人
に
つ
き

一
項
目
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
 

多
重
債
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者
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を
常
時
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能
　
 

に
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の
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置
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実
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の
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方
 

日
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考
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す
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コ
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の
検
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に
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・
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